
た

建
造
物
等
調
査
事
業
の
概
要

事
業
の
趣
旨

油
1
1徳
か
は
本
馳
~
八
軋
述
如
を
聞
駐
と
し
、

一
六
l
I
t
紀
平
ば
に
城
端
に
招
致
さ
れ
て
以
米
、
周

辺
の
町
立
て
に
大
き
く
閣
わ

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
も
伯
仰
・
祭
り
・
各
種
行
ド
等
の
中
心

と
な
る
な
ど
、
住
民
に
限
ら
ず
、
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
什
在
す
る
名
刹
で
あ
る
。
ま

た
、
創
建
以
米
、

一
度
の
火
災
に
も
遭

っ
て
い
な
い
稀
打
な
建
造
物
で
あ
る

善
徳
寺
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
色
々
な
調
査
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
上
、

正
確
に
現
状
を
把
握
し
、
地
域
に
お
け
る
近
世
浄
士
真
宗
寺
院
の
成
立
•
発
展
な
ど
歴
史
的
背
娯

や
平は
義
を
探
る
と
と
も
に
、
善
徳
寺
な
ら
で
は
の
文
化
的
価
値
の
再
評
価
を
行
い
、
賞
電
な
文
化

財
と
し
て
適
切
な
保
仔
と
活
用
を
図
る
た
め
詳
細
凋
木
且
を
行
う
も
の
で
あ
る

調
査
の
経
緯

近
年
、
文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
氣
迎
が
高
ま
る
中
、
近
世
浄
上
真
宗
の
大
塑
寺
院

で
あ
る
倍
徳
寺
の
価
値
や
評
価
の
見
直
し
お
よ
び
伽
藍
建
造
物
の
保
設
・
保
存
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
の
大
き
な
関
心
事
で
あ

っ
た
。

平
成

一
六
年
の
町
村
合
併
の
'111
前
、
蒋
徳
寺
と
関
係
者
か
ら
城
端
町
議
会
へ
、
蒋
徳
寺
の
価
値

の
内
確
認
を
袈
詔
す
る
「
硝
頓
J
t11
」
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
城
端
町
は
富
山
県
へ
保
存

修
理
お
よ
び
価
伯
の
併
評
価
の
要
望
を
捉
出
し
た
。

合
併
後
、
南
砺
市
教
脊
委
員
会
文
化
諜
が
富
山
県
教
育
委
且
会
文
化
財
課

（当
時
）
と
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
評
価
の
た
め
の
府
料
を
得
る
た
め
に
、
歴
史
I
t
料
調
在
と
建
造
物
湖
在
の
必
要
竹
に

つ
い
て
指
摘
が
あ

っ
た
。

そ
こ
で
半
成

一
七
年
度
か
ら
二
印
間
、
固
匝
袖
助
＊
業
と
し
て
善
徳
寺
歴
史
食
料
調
査
が
採
択

さ
れ
、
調
木
IL
を
開
始
し
た
。
善
徳
寺
だ
け
で
な
く
下
寺
五
か
寺
や
個
人
嚢
料
ま
で
約

一
万
六
千
点

を
悉
皆
調
究
し
、
ヤ
成

一
九
年
度
に
歴
史
骰
料
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
た

そ
の
後
、
f
成
二
0
年
度
か
ら
建
造
物
等
調
査
事
菜
を
開
始
し
た
四
年
間
の
予
定
で
調
在
委

日
（
会
を
糾
織
し
調
木
I
L
1
1
両
を
策
定
し
た
が
、
検
討
の
結
果
、
炭
内
地
に
お
け
る
建
造
物
粒
囮
を
正

確
に
把
握
す
る
た
め
の
測
址
調
介
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
判
断
で

一
介
延
長
し
、
五
年
訃
両
と
な

っ

調
査
組
織

調
在
委
貝
会

委

員

長

副
委
I
i
韮
艮

委
I
i
(

委

員

委

員
委

且

調
介
助
言

富
山
県
教
育
委
員
会

調
査
巾
務
屈

南
砺
市
教
育
委
且
会

永
井
石
黒

川
ー

9
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調
査
の
経
過
お
よ
び
調
査
方
法

平
成
―
1
0
年
度
か
ら
二
四
年
度
ま
で
の
五
年
計
両
で
、
南
砺
市
教
育
委
員
会
が
調
査
主
体
と
な

り
、
調
介
委
員
会
を
組
織
し
て
、
そ
の
指
導
の
も
と
調
査
を
行

っ
た
。

西
徳
与
を
構
成
す
る
諸
建
築
を
調
介
対
象
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
跨
ま
え
な
が
ら
、
構
造

や
年
代
の
確
認
を
行
い
、
部
材
の
痕
跡
に
つ
い
て
詐
細
調
査
を
行

っ
て
復
原
考
察
を
加
え
た
。
そ

の
補
足
と
し
て
、
文
献
や
絵
図
等
の
発
掘
に
努
め
た
ま
た
、
近
世
社
寺
建
槃
調
在
報
小
11

占
布
に

よ
る
比
較
調
木
lL
を
試
み
、
ま
と
め
と
し
て
調
在
報
ル
1
1
仕
1
1

を
作
成
し
た

f
成
一(
0

年
度
は
、
れ
務
屈
に
よ
る
予
備
調
在
を
行
い
、
過
去
の
調
在
報
告
や
尖
測
成
果
の
柏

査
を
行

っ
た
ほ
か
、
調
査
委
員
会
を
立
上
げ
、
調
在
計
圃
を
策
定
し
た

平
成
ニ―

年
度
は
、
境
内
地
に
お
け
る
建
造
物
位
置
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
境
内
地
測
燈

を
行

っ
た
。

平
成
二
二
、
二
竺
年
炭
は
、
宮
山
国
際
職
藝
学
園
に
委
託
し
て
個
別
建
造
物
の
詳
細
調
介
を
行

う
と
と
も
に
、
文
献
調
査
と
し
て
、
調
査
委
具
に
よ
る
新
た
な
賢
料
の
掘
り
起
こ
し
を
行

っ
た
。

平
成
二
四
年
皮
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
介
内
容
を
路
ま
え
て
、
他
地
域
と
の
比
較
調
木
LL
を
行
い
、

調
査
報
告
代
11

を
作
成
し
た
。

な
お
、
f
成
二
0
年
六
月
に
は
、
文
化
庁
に
て
事
業
説
明
を
行

っ
た

r
平
火

（職
秩
学
院
教
授
・
南
砺
市
文
化
財
保
設
瀞
議
委
且
）

棺

（前
袴
徳
じ
丈
l
物
館
担
ヤ
ー
）

敦
夫

（金
沢
湯
油
江
戸
村
村
長
）

耕
一こ

（前
将
徳
与
宝
物
館
担
当

・
前
城
端
町
文
化
財
保
設
委
員
）

有
恒

（誇
徳
寺
宝
物
館
担
当
）

厳

（南
砺
市
教
育
委
員
会
理
事
）

文
化
・
川
界
追
産
課

（平
成
ニ―一
．
年
度
ま
で
文
化
課
）

生
涯
学
習

・
文
化
財
宅
長
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